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 本研究は、既存住宅からの CO2 排出量削減のためのロードマップに関する検討を目的

とする。 
 京都議定書が発効し、第一約束期間が迫ってきているなか、住宅分野においても CO2

排出量の削減が期待されている。これまで、新築に関する政策や対策が多い状況が続

いてきたが、既存住宅ストックからの CO2 排出削減量もより真剣に取り組まれねばなら

ない。 

これまでにも、既存住宅ストックの CO2排出削減量の推定を国レベルで行った研究は存

在したが、それらでは推計の基礎となる住宅ストック量の算定が粗かったとともに、住宅

自体の省エネルギー性能（すなわち断熱性能）を対象としており、より現実的なオプショ

ンである設備機器交換や新エネルギー機器の導入についての検討はほとんどなされてこな

かった。 
 そこで、本研究では、正確なストック量を算定して使用するとともに、断熱改修のみな

らず、家電機器の交換および新エネルギー機器の導入による住宅ストックの改善を対象と

した検討を行う。また、それらの結果を基として、断熱改修・家電機器交換・新エネルギ

ー機器導入に関するいくつかの政策案を提示し、国全体としての CO2 排出量削減効果、世

帯ごとにかかる費用、および国全体の費用を算定し、政策案の有効性を検討する。最後に、

それらの検討を例として、CO2排出量削減のためのロードマップを考える際に必須となる政

策の事前評価手法に関しての考察を行う。 

以下に、各章の主たる内容を示す。 

 まず、1 章では、序論として、本研究の概要を述べた。 
 2 章では、研究背景と研究課題を掘り下げた。2.1 節では研究背景として、京都議定書お

よび日本の関連政策について概説し、住宅の既存ストックにおける CO2 排出量削減の必要

性を述べた。2.2 節では、既存住宅ストックの CO2 排出削減量の推定を国レベルで行ってい

る既往研究をレビューし、2.3 節では、研究目的「既存住宅からの CO2 排出量削減のための

ロードマップに関する研究」を明らかにした。さらに、2.4 節では研究範囲、2.5 節では研

究方法をまとめた。 

3 章では、信頼性理論に基づく建物寿命の推定手法を応用して、住宅ストックの現存量を



推定し、構造別・建て方別の住宅ストック量を示すとともに、簡易な仮定により 2030 年ま

でのストック量を推定した。まず、3.1 節では、ストック量推定手法の概要として、推定手

法の流れと、関連する既往研究の位置付けを述べた。3.2 節では、建物寿命の定義を明らか

にした。3.3 節では、機械工学分野で発展してきた信頼性理論の累積ハザード法について、

この手法を用いた理由を述べるとともに、理論の解説を行った。3.4 節では、累積ハザード

法における信頼度関数の 3 種類の算定手法（すなわち、累積ハザード関数近似法、区間残

存率推計法、最小二乗法を用いた分布関数の推定手法）を説明した。3.5 節では、3.4 節で

述べた信頼度関数の算定に際する使用データを、固定資産税家屋台帳による方法、全国的

な統計資料（「建築着工統計」・「固定資産の価格等に関する概要調書」）による方法の 2 方

法について述べた。3.6 節では、3.3～3.5 節で述べた方法によって算定された、既往研究に

おける信頼度関数（すなわち、建物残存率）の推定結果を一覧として表した。3.7 節では、

住宅ストック量の推定を行った。まず、3.7.1 節において、建築着工統計からの捕捉漏れ率

について解説した。次に、3.7.2 節では、1945 年以前に建設された住宅ストックの現存量を

行った。3.7.3 節では、1945 年以降に建設された住宅ストックの残存量の算出条件を明確に

し、3.7.4 節で、住宅ストック量の将来予測に関する仮定を述べた後、3.8 節では 1945 年以

前・1945 年以降の住宅ストックについて、2030 年までの残存量の予測結果を示した。また、

特に、2005 年、2012 年、2030 年時点における建設年別の住宅ストック戸数（構造別・建て

方別）を明らかにした。 

 4 章では、3 章で推定した住宅ストック量を基に、既存住宅ストックの断熱改修による CO2

排出量の削減効果を推定した。ただし、3 章では構造別・建て方別としたものの、本章では

その区別をつけることはできなかった。その点は今後の課題である。4.1 節では、住宅スト

ックの省エネルギー化に関する政策をまとめた。具体的には、まず、省エネルギー法につ

いて、住宅の省エネルギー基準の推移、2005 年の改正の要点を述べた。次に、性能表示制

度について、省エネルギー基準との関係を説明し、近年の制度実施状況を述べた。また、

住宅金融公庫における割増融資・基準金利適用条件を概説した。4.2 節では、断熱改修を取

りまく状況として、5 年間の間の居住状況の変化に関するデータや住替え・改善の意向につ

いてのデータを上げるとともに、増改築・改装の工事件数・実施額等を示した。また、工

事内容別の工事件数内訳のデータを示した。4.3 節では、省エネルギー基準ごとの住宅のエ

ネルギー消費原単位を示し、断熱改修のシナリオを提示した。4.4 節では、そのシナリオに

基づく CO2排出削減効果および改修戸数を、2008～2012 年の平均（京都議定書第一約束期

間）および 2030 年までについて推定し、京都議定書や京都議定書目標達成計画における目

標値との比較を行った。5 章では、家電機器の更新による CO2 排出量削減効果を推定した。 

 まず、5.1 節では、家電機器の省エネルギー化に関する政策を概説した。具体的には、省

エネルギー法とそれに基づく省エネラベリング制度を解説し、省エネルギー型製品販売事

業者評価制度、省エネ大賞、エコリーフ環境ラベル、HEMS の普及、住宅金融公庫の割増

融資制度、新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）による補助金の各制度を概説し



た。5.2 節では、家電機器の更新を取りまく状況を、家庭における機器・用途別のエネルギ

ー消費の割合を通して述べた。5.3 節では、家電製品の省エネルギー性能と価格との関係を、

製品カタログおよびウェブ上の価格検索サイトによって調査した。調査対象は、エアコン、

テレビ、冷蔵庫、洗濯機、温水洗浄便座であり、温水洗便座以外においては、程度の違い

はあるものの、本体価格が上がるほど消費電力量が下がることが確認できた。5.4 節では、

エアコンのみを対象として、機器更新のシナリオを提示し、2008～2012 年までの平均およ

び 2030 年までの CO2排出量削減効果を推定した。 

 6 章では、新エネルギー機器の導入による CO2排出量削減効果を推定した。まず、6.1 節

では、新エネルギー機器導入に関する政策をまとめた。具体的には、新エネルギー法、RPS
法、グリーン電力基金、新エネルギー財団（NEF）による補助金、自治体による補助金、

住宅金融公庫の割増融資などの制度を概観した。6.2 節では、新エネルギー機器導入を取り

まく状況について述べた。6.2.1 節は、太陽光発電に関して、6.2.2 節は、太陽熱給湯に関し

て、導入量や価格・コストの推移を示した。6.3 節では、太陽光発電、太陽熱給湯のみを対

象として、機器導入のシナリオを述べた。6.4 節では、6.3 節のシナリオにより、CO2 排出量

削減効果を、2008～2012 年の平均および 2030 年までについて推定した。 

 7 章では、5 つの政策を提案し、4～6 章に基づいてその効果を推定することにより、ロー

ドマップの作成と検討を行った。まず、7.1 節では、関連する政策目標（京都議定書および

京都議定書目標達成計画の目標値）を明確にした。7.2 節では、ロードマップの定義を述べ、

研究の目標を明示した。7.3 節では、4～6 章の総括を行った。7.4 節で、政策案を 5 つ提示

した。すなわち、「エアコンの更新に対する補助」、「新エネルギー機器の導入に対する補助」、

「省エネ住宅に関する環境税」、「電気使用量表示計の設置義務付け」、「公営住宅の断熱改

修・設備機器更新」である。7.5～7.9 節では、それら 5 つの政策の詳細な内容を述べ、その

効果を CO2排出量の削減、各世帯および国全体でのコストの面から検討した。7.10 節では、

5 つの政策案をあわせた検討を行うとともに、本手法の事前評価手法としての有効性を検討

した。 

 最後に 8 章にて、結論を述べるとともに、今後の課題を概説した。 
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